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都市デザイン研究室

ー 2014 年を振り返って心に残った場所
　今年の 8 月、研究室のチームと行った
ブータン、パロの谷の風景。ブータンは 4
度目でしたが、何度行っても随所の風景に
感動します。風景に文化が確実に織り込ま
れていて、それを誇りに思っている国がア
ジアにまだあるのだということが実感でき
るからです。写真は、泊まったパロのホテ
ルの庭先の風景。手前がチョルテン（祠堂）
で、谷の向こう側にゾンが見えます。ゾン
は、武装化した寺院が県庁を兼ねたもの。
チベット仏教の戦いながら一派が独立した
という国の歴史をひとつのかたちとして見
ることができます。そしてそれが固有の風
景を造りだしているのです。
ー 2015 年に向けて
　若い今のうちは時間は無限にあるように

感じているでしょうが、そのうち実に貴重なも
のだと知ることになるでしょう。だからといっ
て時間をへたに「効率的」に使う必要はありま
せんが、自分の想いを形にするためにかかる時
間に関しては、遠大な戦略を持っておくべきだ
と思います。日々は流されていくこともあるで
しょうが、年単位で流されていくものではあり
ません。2015 年もそうした大切な年のひとつ
となるでしょう。
ー 研究室の学生に一言
　私自身がアドミニの仕事に時間を取られて、
研究室で皆さんと接する時間が限られてしまっ
ていることを申し訳なく思っています。だから、
研究室会議の時間とそこでの発言は、私自身と
ても大切にしています。そうした一瞬を共有で
きれば嬉しいと思います。

西村 幸夫 教授 自分の想いを形にするためにかかる時間に関しては、遠大な戦略を持っておくべき

止まっている理由も時間も僕らにはそんなにない

We need to find ways to work together across borders and cultures

一つ一つを着実に積み上げていけるようになりたい

挑戦あるのみ都市デザイン研究室 2014 年を振り返る
 Teachers' Best Memories of 2014 / Projects of 2014

2014 年も残すところあと約 2 週間。西へ東へと駆けまわる先生方に、今年も心に残った場所を伺いました。裏面では、今年の研究室の

活動を時系列で振り返ります。「家族」が一同に介するこの場で、今年を振り返りつつ、来年に向けて語り明かしましょう。

- A memorable place visited in 2014
　During the 9th Conference of the Pacific Rim 

Community Design Network in Taiwan this March 

I visited inspiring new community building 

initiatives in Pinglin, New Taipei. Just like Japan 

these rural communities near Taipei are struggling 

against depopulation, economic restructuring and 

loss of local identity. Students of National Taiwan 

University are developing here pathbreaking social 

experiments that seek to reconnect urban and 

rural areas and offer new opportunities to these 

disadvantaged communities.

- Objectives for 2015
　Although planning systems and institutions vary 

ー 2014 年を振り返って心に残った場所
　神田の旧電機大跡地で開催されたトランスアーツ
トーキョー 2014 にアートデザインリーグの一員
としてディレクションに参画しました。最終イベン
トとして、空間的にも時間的にも都市の間隙を突い
たアーバンキャンプトーキョーホテルという企画を
行い、神田という都心部にまさに衣食住に祝祭と、
都市的なるものを立ち上げました。雨宿りし、火を
囲み、身体を動かし、対話し、そこでは神田に関わ
る様々な人たちと価値を共感、体験を共有し、この
上ない都市そのものの経験でした。振り返ると、自
分にとって将来に繋がるマイルストーンになったと

ー 2014 年を振り返って心に残った場所
　6 月に米国の土壌汚染問題の原点の一つである
ニューヨーク州 Niagara Falls 市の Love Canal
と、映画 Civil Action の舞台ともなった地下水に
よる飲料水汚染を引き起こしたマサチューセッツ州
Woburn 市を訪れました（運転できるようになり
少し行動範囲が広がりました）。土壌汚染が芝生で
覆われた穏やかな丘陵地のような風景を前にして、
その場所で起こった住民の方々の苦しみと都市計画
者の責任を強く感じました。
自分が関わる計画は、長い目で見て、正しい判断を
できているのか、自問自答を繰り返しつつ、都市計

ー 2014 年を振り返って心に残った場所
　金沢です。今年だけで何度も訪れたのですが、来
年 3 月の北陸新幹線開通に向けて、一ヶ月ごとに、
駅はもちろん、街中が変化しています。金沢 21 世
紀美術館では「ジャパン・アーキテクツ」展、僕も
出展している「3.11 以後の建築」展が春まで展示
しています。金沢を知っているという人も、変貌最
中の都市をぜひ訪れて下さい。
ー 2015 年に向けて
　挑戦あるのみです。研究、実践、あらゆる面で、
一日一日が勝負だと思っています。なお、2 月には、
Diploma x KYOTO ‘15 という京都の合同卒業設計

画の役割を改めて考える機会を得ました。
ー 2015 年に向けて
　一つのことをやっていると他のことがやりたくな
り、色々あると一つに集中したいと思い、人間難し
いですね。一つ一つを着実に積み上げていけるよう
になりたいものです。
ー 研究室の学生に一言
　最近、修士のころに自分で書いたメモを読む機会
があり、結局変わっていないなあというところも、
少し浅かったなあという部分も両方ありました。い
ずれにしても貴重な時間だと思います。大切に過ご
してください。

展、3 月には Nagoya Archi Fes 2015 という名
古屋の合同卒業設計展で、司会をします。卒業設計
を全国の場で戦わせる場なので、ぜひ皆さんも挑戦
して下さい。
ー 研究室の学生に一言
　新国立競技場の問題、皆さんはどう思いますか？
10 月に、槇文彦さん、内藤廣さん、五十嵐太郎さ
んらをお招きしてのシンポジウムを行いました。そ
の内容が 10+1website で公開されています。『地
域開発』2015 年 1 月号にも原稿を書きました。都
市計画制度への問題も指摘しておきましたので、皆
さんも是非考えてみて下さい。

思います。
ー 2015 年に向けて
　（学内外含めて）プロジェクトや研究の成果をた
だ並べるのではなく、統合して次の価値の創造に取
り組みたい。そのために、まず成果を出し続ける。
ー 研究室の学生に一言
　学生生活に悔いの残らないように。思っているこ
とをどうしたら実現出来るか一緒に考えましょう。
そしてそれが実現出来るように惜しみなく努力しま
しょう。止まっている理由も時間も僕らにはそんな
にないはずです。
 

greatly between different countries, if we only 

look close enough, we recognise a lot of common 

ground. My resolution for 2015 is therefore to 

strengthen international collaborations and foster 

mutual learning and partnerships.

- A word to the students of the lab.
　In times of ever growing urbanisation and global 

challenges it is vital to collaborate internationally; 

to see that we are all part of the same global 

problems. We thus need to 

find ways to work together 

across borders and cultures in 

order to solve these problems 

together.
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中島 伸 助教

黒瀬 武史 助教

松田 達 助教
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▲ City of Niagara Falls, 101st Street▲ Conference of the Pacific Rim Community Design Network

▲ けんちく体操で東京駅を表現する中島助教

▲ アーバンキャンプトーキョーホテル

▲ 金沢都市再編計画 2014

▲ パロのホテルの庭先の風景
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UD Lab. 20c Urban Heritage Urayasu Otsuchi Kanda Sawara Shibuya Shimizu Mikuni Lumbini

編 集 後 記
　工学部広場の大銀杏の写真を撮るタイミングを伺っていたら、知らぬ間に
一面に黄色い絨毯が拡がっていました。感じる時間感覚が年々短くなってい
るような気がしています。でも今年も締めくくって忘れて、また新しい年を
始めて、結局来年も同じで。短く感じるのは刺激が多くあっという間だった
からなのか、年を取るだけ「新しいこと」が減って刺激が少ないからなのか、
はたまた両方なのか ... 色々と考える意味でも 1 年という単位は本当に良く出
来ているものだと、年末になる度に思います。年度末の足音も近づいてきて
いますが、お身体に気をつけて、どうぞ充実した薫り高い冬をお過ごし下さい。

柄澤 薫冬

次号 224 号は 12/30 発行予定です。
ご連絡・ご質問・メール配信希望は magazine@ud.t.u-tokyo.ac.jp まで。

New New New New New

みなとまちづくりジャーナル vol.2 発行：東京大学都市デザイン研究室2014.10.2

開催！

東京大学清水プロジェクトチームの活動状況は Facebook 「しみずシリーズ」 で検索！

東京大学都市デザイン研究室では、清水港 WF 再開発へ向けて日の出地区
周辺で 3年間活動してきました。今年度全三回を予定しているみなと勉強会
では、港周辺の歴史的資源の可能性について関係者の皆様と意見交換を
行い、清水のまちづくりの将来に向けた提案を考えていきたいと思います。

30 年後の日の出地区
に求めるもの

マリンパーク周辺

第二回みなと勉強会
9 月 6 日（土）に第二回みなと勉強会を開催致しました。今回の参加者は計 16 名。
日の出地区周辺の企業さんや地元住民の方々が出席され、City Switch Japan にご協力を頂き、
日中韓の学生（東京電機大学、東京大学、大連理工大学、ソウル科学技術大学）による
日の出地区の提案を踏まえて「日の出埠頭の 30 年後の将来像を考える」をテーマに
ディスカッションを行いました。

日の出地区の様々な提案を
踏まえて、右図の3カ所

・マリンパーク周辺
・マリンターミナル周辺
・倉庫群周辺

に焦点を当てて意見交換を
行うと、次のようなものが
挙がりました。

・駅と名乗れる場所
　（行き交う人々がいるような場所）

・駅からのアクセス

・交通、移動の連結（乗り換えも自転車に対応）

・サラリーマンのレンタサイクル利用

・音楽のできる場所（JAZZフェスティバル）

・海上交通で興津や村松まで広域で回れる

・人の集まる核となるもの
　（図書館のような文化的なもの）

▲当日の様子

▲レンタサイクルステーション：東京電機大学▲レンタサイクルステーション：東京電機大学

▲防潮堤を兼ねた海辺の広場：大連理工大学
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マリンターミナル周辺

倉庫群周辺

マリンパーク周辺

● 11/15-16
日本都市計画学会大会 @ 近畿大学

International Competition on 
Cultural Landscape in Bhutan

東大とチュラロンコーン大学と
の WS。8 月 1 〜 9 日、東京で。
M2 渋谷・M1 中島・益邑・李
が参加。4 チームの国際グルー
プに分かれ提案を行いました。

Dr. Tomoko Mori, D2 Nadia Ab 
Wahid, D1 Chie Kodama and M2 
Minju Lee won a second prize for 
proposing a plan that interprets 
and enhances the safeguarding of 
cultural landscape.  

松山・道後温泉を対象とした移
動風景の設計コンペに M1 今
川・柄澤・柴田・高橋・中島・
羽野・福永・益邑・森川・李が
参加し、中島を含むチームが青
木賞を受賞しました。

羽藤研 M1 芝原・M1 柄澤・中
島が土木計画学公共政策デザイ
ンコンペにて、土木計画学委員
会賞を受賞しました。

三国 PJ チーム（M1 柄澤・髙
橋・森川）が金沢で行われた、
歴史的空間を対象とするコンペ
で 14 位に選ばれました。

UEHAS WS
Regeneration of Tsukiji

風景づくり夏の学校 2014土木計画学デザインコンペ 歴史的空間再編コンペ

● 12/18 忘年会

● 5/1 窪田亜矢先生が特任教授に就
任し、地域デザイン研究室を発足

● 9/12-14
日本建築学会大会 @ 神戸大学

　今年のマガジン社会科見学は 2 回行いました。218
号を「世界遺産」特集として、西村教授へのインタビュー
とともに、6 月 1 日に世界遺産登録直前の富岡製糸場に。
12 月 5,6 日には OB 平野彰秀さんのご案内により岐阜
県石徹白の小水力発電を見学いたしました。こちらは次
号 224 号にて特集いたしますので、是非ご覧ください。

マガジン社会科見学部

● 5/23 日本都市計画学会賞論文奨 
励賞受賞 : 中島伸助教・OB 松井大輔
さん
● 5/27 第 37 回レモン賞受賞 :M1
柴田純花 ( 都市工学科初の快挙！ )

● 6/24 マガジンが
　　　　冊子形式に

● 9/27-30
研究室旅行 @ 中国・杭州

● 9/12 日本建築学会 優秀修士論文
賞受賞 : D1 児玉千絵

● 4/25
第 1 回 PJ 全体ミーティング

● 5/28 第 2 回 PJ 全 体 ミ ー
ティング。共同研究者の方々に
これまで進めていた調査の報告

● 6/18 第 1 回セミナー「静岡・
清水のマスタープラン立案過程
とその後」開催

● 7/18 
夏の現地調査に向けたプレ調査
として、木更津・君津へ

● 7/7
第 3 回 PJ 全体ミーティング

● 9 月上旬〜末
PJ メンバー、全国の都市へ飛
ぶ。合計 16 都市を現地調査。

● 10/28
第 4 回 PJ 全体ミーティング
夏の調査の報告を行う。

● 12 月下旬
第 2 回セミナー実施予定
●これから
これまでの調査やセミナーでの
成果をまとめつつ、20 世紀都
市遺産の概念構築を目指す。

文献調査など

● 6/2 現地見学
● 6/25
市役所ミーティング @ 本郷

● 7/24 浦安市郷土資料博物館
島村さんヒアリング

● 8/16 
現地調査（路地調査＆資源調査）
● 8/21 猫実の住民・泉澤さん
ヒアリング

● 10/8 現地調査（路地調査）

● 11/26 まちづくり事務所早
川所長＆岡本さんヒアリング

● 12/20 行政アンケート調査
結果報告会＆プロジェクト調査
報告会

● 1 月 公民館 WS、コモンズ
空間調査、水場調査

● 3 月 紀伊半島津波防災調査

コモンズ空間調査、
盛り土直前の赤浜集落の写真記録、
田老等三陸沿岸集落の見学

「生きた証」プロジェクト始動、
「赤浜の読み解き（コモンズ調査の
成果発表）」「赤浜の今昔（写真展）」、

「スタバが赤浜にやってくる！」開催、
三陸沿岸集落調査

「生きた証」プロジェクト

●これから
集落を取り巻く状況が応急対応
段階、計画策定段階から実行段
階に移行し、プロジェクトとし
てなにができるか模索中。

● 4/29 佐原訪問！ 佐原のま
ちあるきと高校生との MTG

● 5/8 歴代佐原メンバーの会
● 5/23 旧飯田家の改修が完了
し、早速建物を使って MTG

● 6/9,24 
さわらぼ始動！高校生と一緒に
旧飯田家をさわらぼと命名

● 6/27,28 佐原高校の文化祭
とさわらぼでコラボ

● 7/11-13 佐原夏の大祭　さ
わらぼで記憶アーカイブ・誰で
も写真展等を高校生と一緒に
行った

● 8/9
高校生による路地ツアー開催！

● 10/10-12
佐原秋の大祭！　さわらぼを開
きつつ、佐原と縁のある人とい
う切り口で調査を行いました。

● 11/11 佐原高校講演
● 11/13 文化庁視察
● 11/29,30 町屋公開イベント

●これから
佐原高校 OBOG WS を開く予
定です。

● 4/23 キックオフ MTG 窪
田先生・遠藤先生と渋谷を歩く

● 5/12
渋谷消防署にインタビュー

● 6/16  渋谷区役所防災課に
インタビュー

● 7/14 
渋谷駅周辺帰宅困難者対策協議
会の座長である東急電鉄の担当
者にインタビュー

● 9/22  工学院大学村上正浩
先生にインタビュー
● 10/23  新宿区役所区長室危
機管理課にインタビュー

●これから
年明けに地域のひととのワーク
ショップを予定しているので、
その場に効果的な投げかけがで
きるよう一年の調査をまとめて
いきたい。

● 1/22
4 大学合同公開講座、洋上視察
● 2/23
清水みなと散歩デラックス

● 4 月プロジェクト始動。
地元の人々や福井大学の学生達
と初顔合わせ

● 5/9-12 清水港日の出地区再
生 日中韓国際ワークショップ

● 9/6 第 2 回みなと勉強会

● 7/18 第 1 回みなと勉強会

日の出地区周辺事業者訪問、
地域住民へのインタビュー

● 10/12 ミナトブンカサイ
2014、第 3 回みなと勉強会

●これから
これまでの活動をしっかりとま
とめていきたいです。

● 5/19-21 三国祭参加

● 6/21
西村幸夫町並み塾 in 三国

● 8/9 内部検討 WS

● 8/30 帯の町流し

三国會所と 2 区の方々を対象
にした住民ヒアリング

雲乃井大掃除（三国會所と福井
大学の方々による）

● 11/11 住民 WS
● 11/24 福大との擦り合わ
せ、歴史的空間再編コンペ
● 12/14 中間発表会
湊座奥・下新公園の改修に向け
た基本案の決定
●これから
湊座奥・下新公園の改修案の最
終決定。着工へ。
来年度以降は雲乃井の改修に向
けたプラン策定とまちの将来ビ
ジョンを決定していきます。

● 1/10-17 ティラウラコット
周辺の開発保全計画策定
● 4/18,19 明日香村の広範囲
にわたる保全計画の事例を見学

● 5/19-6/1 ISC プレ調査：
広域範囲での遺跡・村・地図の
現状把握

● 7/30-8/3 ISC に参加
３カ年調査計画の発表

● 11 月 International 
Buddhist Conference に参加

● 8/3-6  周辺村落の調査     
世界遺産バファーゾーン周りの

「マニコロ」のデザイン提案及
び条件の提示

●これから
調査計画通り広域の計画策定に
向けて調査を進めて行く。        

● 4/16 キックオフまち歩き

● 5/1 
神田学会久保様との初顔合わせ

● 6/9 千代田区・小藤田様に
よるレクチャーとまち歩き

● 6/15 アトリエ・ワン神田学
ツアーに有志で参加
● 6/24 小藤田様との打合せ、
神田基礎調査まとめ

● 9/20 神田縁台組立 WS

● 10/6 第 1 回小藤田勉強会
● 10/9 神田百年弁当試作

● 11/1,2 TAT イベント・神田
まちかど老舗ツアー主催

● 11/25 第 2 回小藤田勉強会
ゲスト : 神田学会久保様、多町
後藤様
● 12/17 第 3 回小藤田勉強会
ゲスト : 神田西口商店街秋山様
●これから

「神田らしさ」「都心居住」など
をテーマにプロジェクトの方向
性を定めていきます。

TAT 神田縁台プロジェクト
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